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み
ん
な
で
話
そ
う
！

子
育
て
の
こ
と

▲保護者同士交流を深めながら、アイデアを交換できます

【問い合わせ】子育て支援センターなかよし
　　　　　　☎35･8382

▲こどもの国
ホームページ

　市は、乳幼児の子育てを応援しています。み
んなで手を取り合って健やかな子どもを育てま
しょう。こどもの国ホームページでは市内の子
育て施設やサービスなどを紹介しています。

　
子
ど
も
と
一
緒
に
触
れ
合
い

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
予

約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
８
月
22
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
前
11
時
15
分

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

対
象
　
０
歳
の
子
ど
も
と
そ
の

父
親

定
員
　
先
着
10
組

　
子
ど
も
の
発
達
や
育
ち
方
、

関
わ
り
方
を
一
緒
に
学
び
ま
せ

ん
か
。
保
育
所
で
日
頃
行
っ
て

い
る
遊
び
や
、
体
づ
く
り
も
紹

介
し
ま
す
。
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
９
月
２
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

定
員
　
20
人

講
師
　
大
和
保
育
所
園
長
　
有

吉
千
幸
さ
ん

託
児
　
生
後
５
カ
月
以
上
の
未

就
学
児
、
１
人
３
０
０
円
、
先

着
10
人
、
要
予
約

託
児
受
付
期
限
　
８
月
25
日

（
火
）

　
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
な
ど

の
話
を
聞
い
て
、
子
育
て
の
悩

み
を
解
消
す
る
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
。
予
約
が
必
要
で

す
。

日
時
　
９
月
15
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

定
員
　
20
人

講
師
　
香
蘭
女
子
短
期
大
学
非

常
勤
講
師
　
梅
原
眞
理
子
さ
ん

託
児
　
生
後
５
カ
月
以
上
の
未

就
学
児
、
１
人
３
０
０
円
、
先

着
10
人
、
要
予
約

託
児
受
付
期
限
　
９
月
6
日

（
日
）

①
②
③
の
受
付
、
問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
か

よ
し
☎
３
５
・
８
３
８
２
　

　
ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・
パ
ー
フ

ェ
ク
ト
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
こ
れ
は
「
完
璧
な

親
な
ん
て
い
な
い
」
と
い
う
意

味
の
親
を
支
援
す
る
カ
ナ
ダ
生

ま
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
参

加
者
同
士
で
子
育
て
の
楽
し
み

や
悩
み
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

自
分
に
あ
っ
た
前
向
き
な
子
育

て
の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
市
で
は
、
毎
年
こ
の
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
子
育
て
仲

間
が
増
え
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が

で
き
た
」
「
な
ぜ
う
ま
く
い
か

な
い
の
か
悩
む
ば
か
り
だ
っ
た

が
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
専
門

知
識
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
が
皆
さ

ん
の
興
味
や
関
心
の
あ
る
話
題

で
話
せ
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し

ま
す
。
保
護
者
同
士
交
流
し
な

が
ら
、
一
緒
に
子
育
て
に
つ
い

て
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
９
月
３
日
〜
10
月
22
日

の
毎
週
木
曜
日
（
全
８
回
）
午

前
10
時
〜
正
午
　
※
８
月
20
日

（
木
）
ま
た
は
27
日
（
木
）
に

事
前
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま

す場
所
　
ふ
く
と
ぴ
あ

対
象
　
１
歳
か
ら
就
学
前
の
子

ど
も
の
保
護
者

定
員
　
先
着
12
人

託
児
　
生
後
５
カ
月
以
上
の
未

就
学
児
、
1
人
３
０
０
円
、
先

着
10
人
、
要
予
約

受
付
期
限
　
８
月
４
日
（
火
）

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
市
の
び

の
び
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４

２
・
９
１
１
９

なかよし通 信

わ話

わ
和

わ輪
情 

報
コ
ー
ナ
ー

て
育
子
の
児

乳
幼

　笑
っ
て「
話
」し
て「
和
」ん
で

子
育
て
の「
輪
」を
広
げ
ま
せ
ん

か
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
パ
パ
と
一
緒
に

ぴ
よ
ぴ
よ
タ
イ
ム

②
育
児
講
座
〜
保
育
所
で

大
切
に
し
て
い
る
子
育
て
と

体
づ
く
り
〜

③
育
児
講
座
〜
子
ど
も
の

自
立
心
を
育
む
た
め
に
〜

　　　
帰
省
し
た
家
族
や
友
達
と
、

世
界
遺
産
を
は
じ
め
と
し
た
福

津
の
観
光
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

観
光
協
会
で
タ
ク
シ
ー
を
手
配

し
て
、
世
界
遺
産
の
新
原
・
奴

山
古
墳
群
に
立
ち
寄
る
プ
ラ
ン

を
利
用
す
る
と
、
当
日
の
タ
ク

シ
ー
料
金
が
１
人
当
た
り
二
千

円
分
割
引
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
を

発
行
し
ま
す
。
古
墳
群
以
外
の

立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
は
お
好
み

で
決
め
ら
れ
る
の
で
、
宮
地
嶽

神
社
や
津
屋
崎
千
軒
、
海
岸
エ

リ
ア
な
ど
福
津
の
見
ど
こ
ろ
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
福
津
市
と
宗
像
市
周

辺
エ
リ
ア
の
観
光
利
用
に
限
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ふ
く
つ
観
光
協

会
☎
４
２
・
９
９
８
８

　
マ
ン
ド
リ
ン
と
ギ
タ
ー
の
美

し
い
音
色
や
、
響
き
渡
る
歌
声
、

３
人
の
美
し
い
演
奏
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
１
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
午
後
３
時
　

定
員
　
30
人
　※

要
予
約

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
の
人
な
ど
誰
で
も
気

軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。

日
時
　
８
月
18
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

費
用
　
参
加
費
と
し
て
１
０
０

円　
美
し
い
管
弦
楽
の
演
奏
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
８
月
19
日
（
水
）
午
前

11
時
〜
正
午

ふ
く
つ
観
光
協
会

世
界
遺
産
を
巡
る

お
得
な
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

世
界
遺
産
を
巡
る

お
得
な
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

青
山
正
泉
木
ご
こ
ろ
書
の
会

あ
お
や
ま
せ
い
せ
ん

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

な
ご
み
歌
カ
フ
ェ

Ｂ
･
ジ
ン
ジ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

う
み
が
め
室
内
管
弦
打
屋

コ
ン
サ
ー
ト

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
津
屋
崎

▲世界遺産を間近で見ることができます

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
開
催
を
予
定
し

て
い
た
イ
ベ
ン
ト
・
企
画

な
ど
が
中
止
や
延
期
、
内

容
が
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

主
催
団
体
な
ど
に
ご
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
来
館
の
際
は
、
マ
ス

ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

Pickup Events まちの観光イベントをご紹介

ひ
ら
か
わ
た
く 

や

定
員
　
30
人
　※

要
予
約

　　
平
川
卓
哉
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演

奏
で
、
一
緒
に
楽
し
く
歌
い
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
８
月
22
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
午
後
３
時

定
員
　
30
人
　※

要
予
約

　
書
と
て
ん
刻
の
教
室
で
す
。

予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
８
月
の
毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

費
用
　
１
回
千
円

受
付
、
問
い
合
わ
せ
　
津
屋
崎

千
軒
な
ご
み
☎
５
２
・
２
１
２

２

　ふれあい広場ふくまでは、７月中旬頃から
８月上旬頃まで、桃が並びます。桃の木は、
実が収穫できるまで成長するのに数年かか
ります。そのため、栽培には並々ならぬ根気
と労力が求められます。出荷者の久保田哲
次さんに、桃の栽培を始めたきっかけを聞く
と「桃が好きだから」と笑顔で答えてくれま
した。栽培するに当たり、県北筑前普及指導
センターと連携しながら、研究を重ねたそう
です。５年の歳
月を重ね、愛情
たっぷりに育て
られた福 津 産
の桃をぜ ひご
賞味ください。

今日の「いいざい」
福津産の桃

問い合わせ　福津いいざい☎72･6333

いい素材、食材、人材をつなぐ地域商社・ ・ ・

▲桃の生育を確かめる久保田さん

津屋崎の祭り写真展
　金刀比羅神社の秋季大祭など津屋崎に今も伝わる祭りの
写真展です。
期間　8月1日（土）～8月24日（月）※最終日は午後2時まで
藍染め体験

　この時期にしかできない、藍の葉を叩いて葉の形をそのまま
生かす叩き染めと、藍染めを組み合わせてバンダナを染めます。
日時　8月2日（日）午前10時～午後１時　
費用　2,000円　持参品 ビニール手袋、エプロン ※要予約
藍の家放送局

　ウクレレカフェオーケストラの皆さんが懐かしい曲をたくさ
ん披露します。　
日時　8月16日（日）午後1時～午後3時
貝殻で遊ぼう

　夏の思い出に、津屋崎で取れた貝殻で貝細工を作ってみま
せんか。
期間　8月17日（月）～8月23日（日）
※休館日のお知らせ　8月13日(木)から15日(土)は休館します。
●受付、問い合わせ　津屋崎千軒民俗館藍の家　☎、ＦＡＸ52・0605
●開館時間　午前10時～午後4時（日曜日は午前10時～午後5時）




